
は
保
育
士
免
許
（
登
録
必
要
）
を
持
つ
方

勤
務
時
間
＝
放
課
後
（
ま
た
は
午
前
10
時

30
分
）
〜
午
後
５
時
。
土
曜
日
、
夏
休
み

な
ど
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◎
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
（
介
助
員
を
含
む
）

対
象
＝
55
歳
ま
で
の
方
　
勤
務
時
間
＝
放

課
後
（
ま
た
は
午
前
11
時
）
〜
午
後
５
時
。

土
曜
日
、
夏
休
み
な
ど
は
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時

【
申
し
込
み
】
５
月
17
日

〜
28
日

に

子
育
て
事
業
課（

７
５
４
・
６
２
５
２
）

※
勤
務
は
い
ず
れ
も
２
交
代
制
で
報
酬
が

あ
り
ま
す
。
要
項
は
同
月
６
日

か
ら
同

課
で
配
付
。

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を
中
心
に
、

１
日
か
ら
憲
法
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。
基

本
的
人
権
の
尊
重
は
民
主
主
義
、
平
和
主

義
と
並
び
、
日
本
国
憲
法
の
重
要
な
柱
の

一
つ
で
す
。
私
た
ち
の
身
近
な
人
権
の
問

題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
＝
５
月
７
日

午
後
１
時
　
と
こ

ろ
＝
市
民
文
化
会
館
　
講
師
＝
松
本
サ
リ

ン
事
件
被
害
者
で
長
野
県
公
安
委
員
・
河

野
義
行
さ
ん
の
　
定
員
＝
２
４
５
人
（
先

着
順
）

費
用
＝
無
料
　
問
い
合
わ
せ
＝

人
権
推
進
課
（

７
５
４
・
６
２
３
２
）

※
手
話
通
訳
あ
り
。

と
き
＝
６
月
１
日

午
前
10
時
〜
午
後

５
時
　
と
こ
ろ
＝
市
役
所
６
階
第
２
会
議

室
　
相
談
員
＝
人
権
擁
護
委
員
　
問
い
合

わ
せ
＝
人
権
推
進
課
（

７
５
４
・
６
２

３
２
）

本
市
で
は
、
保
護
者
の
就
労
な
ど
で
昼

間
留
守
に
な
る
家
庭
の
小
学
１
年
〜
３
年

生
の
児
童
を
対
象
に
、
小
学
校
の
余
裕
教

室
を
利
用
し
て
留
守
家
庭
児
童
会
を
運
営

し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、「
子
育
て
施
策
」
の
重
点

目
標
と
し
て
、
同
会
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

「
池
田
市
留
守
家
庭
児
童
会
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
10
月
か
ら

は
保
育
料
の
設
定
を
行
い
、
土
曜
・
休
校

日
な
ど
も
開
設
す
る
ほ
か
、
夏
期
休
業
中

に
教
室
の
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

児
童
の
指
導
、
育
成
、
児
童
会
の
運
営

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◎
非
常
勤
職
員

対
象
＝
60
歳
ま
で
の
、
教
員
免
許
ま
た

留守家庭児童会条例を制定

充実します充実します

留守家庭児童会留守家庭児童会

５
月
１
日
〜
６
日
は
憲
法
週
間

育
て
よ
う

一
人
ひ
と
り
の

人
権
意
識

疑
惑
は
晴
れ
よ
う
と
も

〜
松
本
サ
リ
ン
事
件
の

犯
人
と
さ
れ
た
私
〜

松
本
サ
リ

ン
事
件
の
被

害
者
で
、
第

一
通
報
者
で

あ
り
な
が
ら

犯
人
扱
い
さ

れ
た
苦
し
い

体
験
を
も
つ
。
１
９
５
０
年
愛
知
県
豊

橋
生
ま
れ
。
名
城
大
学
理
工
学
部
卒
業
。

オ
ウ
ム
真
理
教
の
事
件
関
与
が
明
ら
か

に
な
り
、
無
実
が
証
明
さ
れ
る
。
自
身

の
経
験
か
ら
、
な
ぜ
え
ん
罪
が
起
き
る

の
か
、
ま
た
報
道
の
あ
り
方
な
ど
を
訴

え
続
け
て
い
る
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
電
話
相
談
（

7
5
4
・

2
9
2
9
）

と
き
＝
月

〜
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
　
内
容
＝
大
阪
府
認

定
の
育
児
相
談
員
が
対
応

◎
あ
そ
び
の
広
場

と
き
＝

火
・
木
曜
日
の
午
前
９
時
40

分
〜
給
食
終
了
　
と
こ
ろ
＝

さ
つ
き
保
育
園
　
内
容
＝
園

児
ら
と
保
育
や
給
食
を
体
験

対
象
＝
親
子
　

◎
み
ん
な
の
広
場

と
き
＝

水
曜
日
の
午
前
10
時
〜
11
時

と
こ
ろ
＝
は
た
の
保
育
園

内
容
＝
ふ
れ
あ
い
遊
び
　
対

象
＝
親
子

◎
親
子
面
談

と
き
＝
月
曜
日
の
午
前
10

時
か
ら
随
時
（
要
予
約
）

と
こ
ろ
＝
さ
つ
き
保
育
園

◎
巡
回
さ
つ
き
プ
ラ
ザ

と
き
＝
月
１
回
　
と
こ
ろ

＝
共
同
利
用
施
設
　
内
容
＝

ふ
れ
あ
い
遊
び
と
相
談

◎
育
児
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成

講
座
（
７
月
号
掲
載
予
定
）

内
容
＝
講
師
に
よ
る
保
育

園
で
の
実
習
な
ど
　
対
象
＝

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希

望
す
る
方
　
定
員
＝
20
人

問い合わせは同センター（さつき保育園内、 754・2929）

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

問い合わせは子育て事業課
（ 754・6252）

留
守
家
庭
児
童
会
指
導
員
を

募
集
し
ま
す

河
野
義
行
さ
ん
　
プ
ロ
フ
ィ
ル

憲
法
週
間
記
念
講
演
会
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さ
ら
に
、
街
道
を
西
へ
進
み
ま
す
。
順

正
寺
を
右
手
に
過
ぎ
、
し
ば
ら
く
行
く
と

十
二
神
社
が
あ
り
ま
す
。
十
二
神
社
の
祭

神
は
天
神
七
代
と
地
神
五
代
で
、
あ
わ
せ

て
ま
つ
る
こ
と
か
ら
十
二
と
い
う
名
称
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
境
内
の
北

側
に
は
防
空
壕
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
防

空
壕
の
大
き
さ
は
長
さ
10

、
幅
３
〜
４

、
高
さ
２

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
30

人
程
度
が
避
難
で
き
た
よ
う
で
す
。
平
成

７
年
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
、
戦
後
50
周
年
の
記
念
碑
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
（

７
５

４
・
６
２
９
５
）

札
な
ど
の
藩
札
は
各
藩
が
発
行
す
る
紙
幣

の
よ
う
な
も
の
で
、
藩
の
財
政
難
や
貨
幣

不
足
を
補
う
た
め
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

「
麻
田
銀
札
取
替
所
」
は
、
い
わ
ば
麻

田
藩
の
銀
行
の
よ
う
な
所
と
思
わ
れ
ま
す
。

藩
札
は
そ
の
藩
内
の
み
の
流
通
が
原
則
で

し
た
が
、
藩
外
で
も
流
通
し
、
麻
田
藩
の

銀
札
も
池
田
・
伊
丹
・
多
田
、
遠
く
は
灘

で
も
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

住
吉
１
丁
目
と
２
丁
目
の
境
を
西
へ
と

歩
き
ま
す
。
し
ば
ら
く
行
く
と
阪
神
高
速

道
路
池
田
線
に
通
じ
る
市
道
宮
之
前
東
畑

線
に
至
り
、
信
号
を
渡
る
と
住
吉
神
社
が

あ
り
ま
す
。

神
社
は
祭
神
を
底
筒
男
命
・
中
筒
男

命
・
表
筒
男
命
（
住
吉
三
神
）
と
神
功
皇

后
と
し
ま
す
。
住
吉
三
神
は
海
の
神
・
航

海
の
神
と
し
て
信
仰
が
あ
り
ま
す
が
、
神

社
の
位
置
が
西
国
街
道
に
接
し
、
近
年
で

は
阪
神
高
速
道
路
、
中
国
自
動
車
道
、
大

阪
国
際
空
港
が
近
く
に
あ
る
た
め
、
陸
・

空
・
海
の
航
行
の
安
全
を
守
護
す
る
神
社

と
し
て
も
信
仰
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
神
社
に
は
文
化
３
年
（
１
８
０

６
）
と
嘉
永
元
年
（
１
８
４
８
）
奉
納
の

算
額
が
２
面
あ
り
ま
す
（
と
も
に
市
指
定

文
化
財
）。
算
額
と
は
日
本
独
自
の
数
学

で
あ
る
和
算
を
学
ぶ
者
が
、
自
ら
考
え
た

和
算
の
問
題
を
額
に
し
た
も
の
で
、
文
化

３
年
の
算
額
は
大
阪
府
内
で
は
最
も
古
い

も
の
で
す
。

前
回
は
、
正
光
寺
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

こ
の
辺
り
の
街
道
沿
い
に
は
江
戸
時
代

麻
田
藩
の
「
麻
田
銀
札
取
替
所
」
が
あ
っ

た
こ
と
が
昔
の
絵
図
で
分
か
り
ま
す
。
銀
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西
国
街
道
（
そ
の
５
）

麻
田
銀
札
取
替
所

亀
之
森
住
吉
神
社

宮
之
前
東
畑
線

国道
171
号

順正寺

亀之森
住吉神社

正光寺

麻田銀札
取替所

十二神社
西 国 街

道

住吉２丁目

住吉１丁目

中国自動車道

十
二
神
社
の
防
空
壕ご

う

十
二
神
社
の
防
空
壕


